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   Ａ０１Ｎ  63/27     (2020.01)
   Ａ０１Ｐ   3/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  25/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｇ   7/06     (2006.01)
   Ａ０１Ｇ   7/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ０１Ｎ   63/02     　　　Ｆ
   Ａ０１Ｐ    3/00     　　　　
   Ａ０１Ｎ   25/00     １０２　
   Ａ０１Ｇ    7/06     　　　Ａ
   Ａ０１Ｇ    7/00     ６０５Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和2年10月28日(2020.10.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明におけるシュードモナス属細菌は、特に限定されないが、植物保護作用を有する
ものが好適に用いられる。その具体例としては、シュードモナス　プロテゲンス（Ｐｓｅ
ｕｄｏｍｏｎａｓ　ｐｒｏｔｅｇｅｎｓ）、シュードモナス　フルオレッセンス（Ｐｓｅ
ｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ）、シュードモナス　シリンゲ（Ｐｓｅｕｄ
ｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ）、シュードモナス　クロロラフィス（Ｐｓｅｕｄｏｍ
ｏｎａｓ　ｃｈｌｏｒｏｒａｐｈｉｓ）、シュードモナス　シンキサンタ（Ｐｓｅｕｄｏ
ｍｏｎａｓ　ｓｙｎｘａｎｔｈａ）、シュードモナス　ブラシカセアルム（Ｐｓｅｕｄｏ
ｍｏｎａｓ　ｂｒａｓｓｉｃａｃｅａｒｕｍ）、シュードモナス　プチダ（Ｐｓｅｕｄｏ
ｍｏｎａｓ　ｐｕｔｉｄａ）、及びシュードモナス　ロデシア（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ
　ｒｈｏｄｅｓｉａｅ）等が挙げられる。また、本発明では、シュードモナス（Ｐｓｅｕ
ｄｏｍｏｎａｓ）ｓｐ．　Ｏｓ１７株、及びシュードモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）
ｓｐ．　Ｓｔ２９株も利用することができ、これらの細菌は独立行政法人製品評価技術基
盤機構（Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　ａｎｄ
　Ｅｖａｌｕａｔｉｏｎ（ＮＩＴＥ））　バイオテクノロジーセンター　特許微生物寄託
センター（ＮＰＭＤ）において、それぞれ受託番号ＮＩＴＥ　Ｐ－０２０５３及び受託番
号ＮＩＴＥ　Ｐ－０２０５４として寄託されている。好ましくは、シュードモナス　プロ
テゲンス、シュードモナスｓｐ．　Ｏｓ１７株、及びシュードモナスｓｐ．　Ｓｔ２９株
が本発明において使用される。シュードモナス　プロテゲンスの細菌株のうち、好ましく
はシュードモナス　プロテゲンスＣＨＡ０株、及びシュードモナス　プロテゲンスＣａｂ
５７株が用いられるが、特にこれらに限定されない。
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